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＜概要＞
１．大規模グラフ構造の閲覧・把握の容易化

２．段階的な縮約による視認性の向上

３．完全部分グラフを手がかりとした段階的縮約

４．ネットワーク指標による縮約部分の同定

５．可視化可能なデータ規模の拡大による
幅広い実応用への期待
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